


Freisinger社（パッシブ基準窓の製作会社）
　インスブルックへ入る50km手前のクーフ・シュタイン町にある、パッシブハウス認証を受けたFreisinger社の窓工場を見学する。
パッシブハウス認証は、窓枠ガラスを含めＵ値0.8W/㎡Kが条件になる。このU値0.8W/㎡Kは、トリプルガラスにWアルゴンガス入りで、
木製の枠材にも断熱材が充填されている。窓の熱貫流率には２つの基準があり、１つは窓単体での性能、もう一つは取り付けた状態
で熱橋値を含め、0.8W/㎡Kの性能を担保する基準がある。一般的には枠を含めないガラスだけの性能の方が良い。

　このフライジンガー社でもトリプルガラスの18㎜２層の空間に、アルゴンガスが9７%の封入率で封入されている。この18㎜が最
も熱貫流を小さくできるアルゴンガスを封入したときの厚みとして、ヨーロッパでは認められている。また、トリプルガラスの内２枚
にLow-eガラスが使われ、ガラス単体ではU値は0.5W/㎡Kとなっている。しかし、ドイツ唐桧（トウヒ）の窓枠の熱貫流率が1.0W/㎡K
の為、性能は全体で0.8W/㎡Kになる。日本ではアルゴンガスの封入率を85%で計算し、16㎜の中空層２層で計算した場合、0.6W/㎡Ｋ
のガラス性能として計算している。

　欧州の板ガラスメーカー大手３社は、トロッシュ（スイス）、インターペイン（独）[旭ガラスが買収]、サンゴバン（仏）で、フライジン
ガーはパッシブハウス認証を取得する窓を開発するときに、トロッシュ社に技術協力を得て開発した経緯から、ガラスはトロッシュ社の
製品を採用している。[世界でガラス（ロングヒンジガラス扉）市場占有率が最も高い会社がロートン社との事･･･参考まで]。
　木製窓の塗装メンテナンスは毎年塗るのが理想的だが、無理であれば少なくとも3～5年に１度は窓の方位や雨の掛り具合など、
状況に応じて塗装が必要になる。その他、ガスケット（20年以上）やシール（シリコンシールは10～20年）も20年前後で劣化具合に
より、交換等のメンテナンスが必要になる。基本的に会社の製品保証期間は３年間で、メンテナンスより窓の設置時の調整が重要である。

　これまでに、欧州の他、アメリカやカナダ、イスラエル等へ輸出した実績があるが、ほとんどドイツ、オーストリアが中心である。
この工場では年間3,000窓の窓を生産しており、１棟の住宅で約30窓を使用するので、100棟/年の生産量と言える。
しかし、フライジンガー社は窓メーカー13社のオプティマ ウィンドー グループのグループ会社の１社で、13社の合計では年間100,000窓
を生産している。この13社には３つの共通する目標があり、エネルギー性能（省エネ）、環境負荷の削減性能（木製）、デザイン性の３つ
の目標それぞれの特徴を活かして生産している。その中でフライジンガー社は、特別なデザインや小ロットの窓を生産している。
ドイツでは樹脂サッシが大半を占めているが、オーストリアでは環境負荷が大きい樹脂サッシから木製窓に市場の要求が移行している。
木製窓もアルミクラッドが最近増えている。このフライジンガー社は、オーストリアで初めてパッシブハウス基準の窓を製作した実績から、
パッシブハウス住宅への納材実績は多く、一般の窓の生産はほとんどしていない。北欧は外開きで回転窓が多く、ドレーキップは使われ
ないので北欧への輸出は実績がない。最近、インドネシアから蒸暑地用に向けて、冷房エネルギー削減のため窓の相談が入っている。

　また、窓の認証に多額のコストが掛るため、規格外の製品は新たに認証費用約100,000€が必要になる。従って、現在の規格品
の範囲で輸出は考えている。しかし、これらの高性能な窓も取り付け方が不適切であれば、性能を発揮する事が出来ない。その
為、建物全体の性能、施工精度等、総合的に建物の省エネルギーに関する知識、技術を持つことが重要と考えている。


